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▼
「
ダ
イ
ヤ
ル
を

回
す
」「
そ
ろ
ば
ん
を

は
じ
く
」
昭
和
レ
ト

ロ
が
ブ
ー
ム
で
も
、

こ
れ
ら
の
表
現
を
読

ん
で
情
景
が
浮
か
ぶ

人
は
減
っ
て
い
る
だ

ろ
う
。
言
葉
は
時
代

と
共
に
変
わ
っ
て
い

く
。
寂
し
さ
も
感
じ
る
が
仕
方
な

い
。
だ
が
、自
然
は
変
わ
ら
な
い
。

温
暖
化
の
影
響
で
春
や
秋
が
短
く

な
っ
た
と
言
わ
れ
る
が
、
そ
れ
で

も
寒
い
冬
が
過
ぎ
れ
ば
、
梅
が
香

り
桜
が
咲
く
。
ブ
ー
ム
に
流
さ
れ

る
こ
と
な
く
、
変
化
を
受
け
入
れ

つ
つ
、
た
だ
淡
々
と
花
は
咲
く
。

 　

▼
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
が
鳴
り
、
カ

メ
ラ
に
知
ら
な
い
人
が
映
る
と
、

セ
ー
ル
ス
・
勧
誘
と
み
て
無
視
し

て
い
る
。
大
事
な
用
件
な
ら
ポ
ス

ト
に
紙
が
入
る
だ
ろ
う
と
。

　

具
体
的
な
目
的
も
告
げ
ず
「
○

○
の
ご
あ
い
さ
つ
で
」
な
ど
と
う

た
い
、
強
引
に
玄
関
先
に
引
っ
張

り
出
そ
う
と
す
る
。
出
た
ら
、
話

術
で
畳
み
か
け
て
く
る
。

こ
う

猾か
つ

な

や
り
口
が
不
快
で
話
を
聞
く
耳
持

て
ず
。
以
来
、応
答
し
な
い
一
択
。

突
然
訪
問
し
不
安
を
あ
お
り
急
な

契
約
を
迫
る
悪
徳
業
者
に
は
要
注

意
。 

　

▼
昨
年
５
月
「
南
河
内
基
礎
自

治
機
能
充
実
強
化
協
議
会
」
が
開

催
さ
れ
た
。
羽
曳
野
市
・
大
阪
狭

山
市
・
太
子
町
・
河
南
町
・
千
早

赤
阪
村
と
大
阪
府
が
人
口
減
少
な

ど
社
会
課
題
を
踏
ま
え
て
広
域
連

携
や
市
町
村
合
併
の
調
査
及
び
研

究
を
進
め
て
い
る
。
２
０
１
４
年

栃
木
県
栃
木
市
と
岩
舟
町
の
合
併

を
最
後
に
現
在
、
合
併
議
論
が
進

む
の
は
南
河
内
地
域
だ
け
だ
。
合

併
特
例
債
な
ど
合
併
の
た
め
の
特

典
も
な
い
。
今
後
の
当
地
域
の
行

方
が
心
配
だ
。 

★次号にご期待➡泉北のサクラの伐採、すでに600本超も

衆
院
選
の
得
票
２
割
突
破
の
自
民



　

２
月
８
日
投
開
票
の

衆
院
選
挙
お
よ
び
大
阪

府
知
事
選
挙
の
堺
市
南

区
と
和
泉
市
で
の
結
果

は
各
表
の
と
お
り
。

　

各
党
の
直
近
勢
力
が

反
映
さ
れ
る
比
例
代
表

選
を
、
昨
年
７
月
執
行

の
参
院
選
と
比
較
す
る

と
、
自
民
は
お
よ
そ
２

倍
の
得
票
率
を
獲
得
し
、

維
新
は
数
ポ
イ
ン
ト
増

に
と
ど
ま
っ
た
。

　

立
憲
と
公
明
が
衆
院

選
で
立
ち
上
げ
た
新
党
、

中
道
改
革
連
合
の
得
票

率
は
、
昨
年
、
両
党
が

獲
得
し
た
得
票
率
の
合

計
よ
り
３
ポ
イ
ン
ト
程

度
下
回
り
合
流
へ
の
支

持
は
広
が
ら
な
か
っ
た
。

　

共
産
の
得
票
率
は
前

回
よ
り
０
・
５
ポ
イ
ン

０
ポ
イ
ン
ト
下
回
っ
た
。

　

社
民
の
得
票
率
は
つ
い
に
１
・

０
パ
ー
セ
ン
ト
を
切
り
、
参
政

は
４
・
６
〜
６
・
８
ポ
イ
ン
ト

減
少
し
、
失
速
し
た
。
保
守
も

２
・
３
〜
２
・
６
ポ
イ
ン
ト
下

回
っ
た
。
ま
た
、
新
党
結
成
で

臨
ん
だ
減
税
日
本
・
ゆ
う
こ
く

連
合
は
１
・
０
パ
ー
セ
ン
ト
前

後
と
伸
び
悩
ん
だ
。

　

一
方
、
チ
ー
ム
み
ら
い
は
結

党
か
ら
１
年
で
５
パ
ー
セ
ン
ト

前
後
の
得
票
率
を
獲
得
、
躍
進

し
た
。

　

小
選
挙
区
は
17
、
18
選
挙
区

と
も
に
維
新
が
制
し
た
。今
回
、

17
選
挙
区
に
参
政
が
新
た
に
候

補
者
を
立
て
た
こ
と
か
ら
、
維

新
の
馬
場
伸
幸
氏
の
得
票
率
は
、

５
割
台
（
24
年
衆
院
選
）
か
ら

４
割
台
へ
。
自
民
と
共
産
も
候

補
者
を
変
え
て
臨
ん
だ
が
、
そ

れ
ぞ
れ
２
・
５
、
７
・
０
ポ
イ

ン
ト
減
ら
し
、
い
わ
ゆ
る
「
死

票
」
が
５
割
を
超
え
た
。

　

同
日
、
執
行
さ
れ
た
大
阪
府

知
事
選
は
、
任
期
を
１
年
以
上

残
し
た
中
、
吉
村
洋
文
氏
が
都

構
想
へ
の
信
を
問
う
と
し
て
、

突
如
、
出
直
し
選
を
宣
言
し
た

こ
と
か
ら
、
維
新
以
外
の
主
要

政
党
が
候
補
者
擁
立
を
見
送
り
、

予
想
通
り
吉
村
氏
が
当
選
し
た
。

　

独
善
的
な
出
直
し
選
と
見
る

福 泉 中 央 小 学 校 54.34
美木多校区地域会館 51.88
青 少 年 の 家 54.13
宮 山 台 小 学 校 53.14
竹 城 台 東 小 学 校 53.09
パークヒルズ竹城台 57.20
竹 城 台 小 学 校 52.45
三 原 台 小 学 校 57.38
若 松 台 小 学 校 54.19
茶 山 台 小 学 校 54.11
高倉台西校区地域会館 53.24
高 倉 台 地 域 会 館 58.03
は る み 小 学 校 52.05
槇 塚 台 小 学 校 55.15
桃 山 台 小 学 校 55.34
原 山 ひ か り 小 学 校 54.78
城 山 台 小 学 校 59.86
庭 代 台 小 学 校 59.24
御 池 台 小 学 校 64.40
赤 坂 台 小 学 校 58.75
新 檜 尾 台 小 学 校 62.56
美 木 多 小 学 校 56.99

伏 屋 町 会 館 54.39
室 堂 会 館 53.57
弥 生 町 自 治 会 館 60.47
光 明 台 自 治 会 館 62.34
いずみ緑ヶ丘自治会館 57.56
あ お ば 会 館 62.33
光 明 台 中 学 校 60.45
い ぶ き 野 小 学 校 65.08
青葉はつが野小学校 56.51

有
権
者
が
多
か
っ
た
せ
い
か
、

前
回
23
年
の
知
事
選
で
は
１
〜

２
パ
ー
セ
ン
ト
し
か
な
か
っ
た

白
票
な
ど
の
無
効
票
は
、
今
回

10
パ
ー
セ
ン
ト
前
後
に
の
ぼ
っ

た
。
と
り
わ
け
、
南
区
は
大
阪

府
全
体
の
無
効
票
率
よ
り
高
い

11
・
59
パ
ー
セ
ン
ト
を
記
録
。

　

南
区
と
和
泉
市
の
各
投
票
所

の
投
票
率
は
表
の
と
お
り
。〔
原
〕

45,153 82.2 61,797 85.9 273,481 82.9 3,024,106 83.2

2,504 4.6 2,390 3.3 13,476 4.1 155,855 4.3

7,243 13.2 7,792 10.8 42,759 13.0 452,807 12.5

54,900 100.0 71,979 100.0 329,716 100.0 3,632,768 100.0

7,195 11.59 7501 9.44 36,966 10.08 416,783 10.29

1,445 2.44 656 1.1 7,811 2.41 66,792 1.98

※無効投票率は総投票数に占める白票等の無効票数の割合

ト
前
後
、
れ
い
わ
も
２
・
９
〜

４
・
０
ポ
イ
ン
ト
前
回
を
下
回

っ
た
。
関
西
で
の
支
持
が
伸
び

悩
む
国
民
民
主
も
２
・
２
〜
３
・

（　）内は前回25年７月20日執行参院選挙の得票率

14,305 23.1（12.7） 20,644 26.2（12.2） 23.8（11.6） 23.6（11.5）
19,723 31.9（27.9） 26,096 33.2（27.2） 31.5（26.9） 32.3（27.4）
9,410 15.2（18.4） 9,928 12.6（16.4） 14.9（18.1） 13.3（16.4）
4,012 6.5 （7.0） 3,383 4.3 （4.7） 5.1 （5.7） 4.8 （5.4）
1,536 2.5 （5.4） 1,808 2.3 （6.3） 2.3 （5.9） 2.6 （5.9）
3,166 5.1 （7.3） 4,422 5.6 （8.6） 5.8 （8.6） 6.2 （9.0）
517 0.8 （1.4） 476 0.6 （1.1） 0.6 （1.1） 0.7 （1.2）
3,840 6.2（10.8） 5,374 6.8（13.6） 6.9（12.2） 6.7（12.5）
1,604 2.6 （4.9） 2,116 2.7 （5.3） 2.9 （5.4） 3.0 （5.5）
3,110 5.0 （1.5） 3,662 4.7 （1.5） 5.2 （1.7） 5.6 （2.1）
586 0.9 － 802 1.0 － 1.0 － 1.1 －

61,809 100.0 78,711 100.0 100.0 100.0
※中道における前回投票率は立憲と公明の投票率を足し合わせた数字
※有効投票数＝開票総数－無効票－持ち帰り票その他

27,029 46.2 78,362 49.0
16,375 28.0 42,715 26.7
8,260 14.1 18,380 11.5
6,852 11.7 20,464 12.8
58,516 100.0 159,921 100.0

※17区は堺市中区、西区、南区

41,814 56.9 121,948 58.4
22,174 30.2 58,889 28.2
9,454 12.9 27,906 13.4
73,442 100.0 208,743 100.0

※18区は岸和田市、和泉市、泉大津市、高石市、忠岡町



ち
ゃ
で
遊
ん
だ
。
託
児
は
な
い

が
「
目
の
届
く
と
こ
ろ
で
遊
ん

で
い
る
の
で
安
心
」
と
い
う
声

も
。

　

み
ん
な
のW

ell.net

代
表
理

事
・
阪
本
裕
野
さ
ん
の
明
る
く

わ
か
り
や
す
い
指
導
も
好
評
で

笑
顔
で
パ
ワ
フ
ル
な
姿
に
あ
こ

が
れ
る
マ
マ
も
。「
子
育
て
中
の

マ
マ
だ
け
で
な
く
、
子
育
て
が

一
段
落
し
た
マ
マ
の
参
加
も
増

え
て
い
ま
す
。
ど
の
世
代
の
マ

マ
に
も
、
心
と
体
を
リ
セ
ッ
ト

す
る
全
身
運
動
は
、
月
に
一
度

で
も
効
果
的
。
明
日
の
自
分
の

た
め
に
一
緒
に
運
動
し
ま
し
ょ

う
」
と
。

　

嶋
田
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
桃
山
台

２
丁
）
の
嶋
田
一
郎
院
長
の
著

書
「
嶋
田
先
生　

親
の
介
護
っ

て
ど
う
す
れ
ば
い
い
ん
で
す
か

？
」
が
昨
年
、
幻
冬
舎
か
ら
出

版
さ
れ
た
。
介
護
保
険
制
度
が

整
備
さ
れ
る
前
の
１
９
９
６
年

に
同
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
開
業
す
る

と
同
時
に
在
宅
医
療
を
実
施
し

て
き
た
嶋
田
院
長
。
だ
れ
も
が

避
け
て
は
通
れ
な
い
親
の
終
末

期
の
迎
え
方
に
欠
か
せ
な
い
家

族
の
話
し
合
い
や
、
突
然
介
護

が
必
要
に
な
っ
た
と
き
の
相
談

窓
口
な
ど
を
指
南
。
い
く
つ
も

の
症
例
や
「
老
い
の
サ
イ
ン
」

な
ど
が
記
さ
れ
、
親
の
介
護
は

も
ち
ろ
ん
自
分
自
身
の
た
め
に

も
知
っ
て
お
き

た
い
こ
と
が
い

っ
ぱ
い
の
一
冊

だ
。

　

同
院
長
は
大

阪
市
立
大
学
医

学
部
卒
業
後
、

同
医
学
部
附
属

病
院
で
研
修
。

長
野
県
の
佐
久

市
立
国
保
浅
間

総
合
病
院
で
内

科
医
と
し
て
地

域
医
療
に
従
事
。
そ
の
後
、
旧

国
立
泉
北
病
院
の
神
経
内
科
に

10
年
間
勤
務
し
同
ク
リ
ニ
ッ
ク

を
開
業
。
現
在
は
、
南
区
周
辺

の
多
職
種
連
携
推
進
の
会
「
三

つ
葉
の
会
」
の
会
長
も
務
め
、

医
療
・
介
護
・
福
祉
な
ど
の
地

域
連
携
の
強
化
に
も
力
を
入
れ

て
い
る
。

　

著
書
で
は
、
幸
せ
な
最
期
の

　

み
な
ね
こ
の
会
（
み
な
み
地

域
ね
こ
の
会
）
が
「
保
護
猫
の

譲
渡
会
」
を
３
月
１
日
２
時
〜

４
時
、
堺
市
立
青
少
年
の
家
３

階
・
第
２
研
修
室
（
片
蔵
）
に

て
開
く
。
入
場
・
駐
車
場
無
料
。

　

同
会
は
飼
い
主
の
い
な
い
猫

を
増
や
さ
な
い
た
め
、
里
親
探

し
や
適
正
飼
育
の
地
域
へ
の
働

き
か
け
な
ど
南
区
を
中
心
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い
る
。

　

譲
渡
に
は
条
件
あ
り
、
当
日

猫
を
連
れ
て
帰
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

　

鴨
谷
体
育
館
で
月
1
回
開
催

さ
れ
て
い
る
「
マ
マ
フ
ィ
ッ
ト

く
ら
ぶ
」（
主
催
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
み

ん
な
のW

ell.net

）。

　

マ
マ
の
た
め
の
フ
ィ
ッ
ト
ネ

ス
レ
ッ
ス
ン
で
、
様
々
な
ボ
デ

ィ
ワ
ー
ク
を
取
り
入
れ
身
体
バ

ラ
ン
ス
と
姿
勢
を
整
え
て
、
心

身
と
も
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る

こ
と
を
目
指
す
。
子
連
れ
で
気

軽
に
参
加
す
る
マ
マ
や
、
子
ど

も
が
幼
稚
園
に
行
っ
て
い
る
間

に
１
人
の
時
間
を
楽
し
む
マ
マ

に
人
気
。
10
年
以
上
続
け
て
い

る
マ
マ
は
「
月
に
一
度
が
自
分

に
合
っ
て
い
る
」
と
。

　

取
材
日
に
は
、
ヨ
ガ
や
ピ
ラ

テ
ィ
ス
を
取
り
入
れ
た
ス
ト
レ

ッ
チ
や
、
軽
快
な
音
楽
に
合
わ

せ
た
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
（
有
酸
素

運
動
）、
ボ
ー
ル
を
使
っ
た
運

動
を
行
っ
た
。
体
幹
を
鍛
え
、

関
節
や
筋
肉
の
バ
ラ
ン
ス
を
整

え
る
運
動
で
体
の
す
み
ず
み
ま

で
動
か
し
、
気
持
ち
の
よ
い
汗

を
流
す
マ
マ
た
ち
。
そ
の
間
、

子
ど
も
た
ち
は
畳
敷
き
の
広
い

会
場
で
自
由
に
走
り
回
り
お
も

た
め
に
親
が
元
気
な
と
き
か
ら

家
族
で
準
備
を
す
る
こ
と
の
大

切
さ
や
、
何
で
も
相
談
で
き
る

か
か
り
つ
け
医
を
持
つ
こ
と
の

重
要
性
、
ま
た
、
様
々
な
介
護

保
険
制
度
を
て
い
ね
い
に
解
説

し
て
い
る
。

　

「
大
き
な
後
悔
が
残
る
看
取

り
を
し
な
い
た
め
に
親
が
元
気

な
う
ち
に
話
し
合
い
の
糸
口
と

し
て
本
書
が
お
役
に
た
て
ば

う
れ
し
い
で
す
」
と
、
嶋
田

院
長
。

　

１
９
２
ペ
ー
ジ
。
定
価
９

９
０
円
。
一
般
書
店
や
ネ
ッ

ト
で
購
入
可
能
。 

〔
横
山
〕

　

４
月
か
ら
の
開
講
に
向
け
て

の
無
料
体
験
レ
ッ
ス
ン
の
参
加

者
を
募
集
中
。
３
月
２
日
10
時

15
分
〜
11
時
15
分
。
新
規
の
人

の
み
、
先
着
10
人
。
２
・
３
月

の
レ
ッ
ス
ン
見
学
可
。
４
月
か

ら
月
１
回
の
12
回
コ
ー
ス
は
定

員
15
人
。
１
レ
ッ
ス
ン
７
０
０

円
。
年
間
８
４
０
０
円
（
初
回

全
納
）。申
し
込
み
受
け
付
け
中
。

　

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
は

み
ん
な
のw

ell.net

０
９
０
・
１

２
２
６
・
９
０
２
８
（
９
時
〜

５
時
）、inquir 

y@
m
-w
ellnet.

org 

〔
冨
尾
〕

　

２
月
12
日
号
３
面
の
「
三
原

台
ふ
れ
あ
い
喫
茶
こ
ぶ
し
」
の

記
事
で
掲
載
内
容
の
住
居
表
示

に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫

び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

３
月

15
日

９
時
半
〜
11
時
半
、
泉
ヶ
丘
セ

ン
タ
ー
ビ
ル
４
階
集
会
室
で
。

参
加
費
１
５
０
０
円
。
予
約
は

不
要
。
定
員
40
人
ま
で
。
問
い

合
わ
せ
は
小
川
さ
ん
０
８
０
・

１
４
８
３
・
０
２
４
３

ジ
ま
た
は
メ
ー 

ルm
inanekon 

okai.cat@
gm
 

ail.com

　

美
多
彌
神
社
（
鴨
谷
台
）
が
、

「
子
ど
も
流や
ぶ
さ
め

鏑
馬
礼
法
講
習
会
」

の
第
13
期
生
を
募
集
し
て
い
る
。

対
象
は
泉
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
在

住
（
和
泉
市
も
可
）
の
４
月
よ

り
小
学
５
年
生
に
な
る
男
女
計

５
人
、
応
募
多
数
の
場
合
は
抽

選
。

　

２
０
１
４
年
、
７
２
０
年
ぶ

り
に
復
活
し
た
流
鏑
馬
ま
つ
り
。

そ
の
伝
統
継
承
だ
け
で
な
く
、

次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が

古
武
道
を
通
し
て
武
士
の
精
神

と
礼
法
・
弓
の
技
術
を
学
び
、

心
身
と
も
に
成
長
す
る
こ
と
が

ね
ら
い
だ
。
立
つ
・
座
る
・

歩
く
・
お
辞
儀
な
ど
の
基
本

的
な
小
笠
原
流
礼
法
と
、
弓

を
使
用
す
る
歩
射
、
木
馬
で

の
型
稽
古
、
実
際
の
馬
に
乗

る
騎
射
を
行
い
、
年
度
末
の

弓
馬
術
奉
納
を
目
指
す
。

　

入
会
金
１
万
円
、
月
謝
無

料
（
足
袋
な
ど
一
部
負
担
金

あ
り
）、
講
習
は
４
月
〜
27
年

３
月
の
年
12
回
以
上
で
、
同

神
社
社
務
所
２
階
・
境
内
、
乗

馬
ク
ラ
ブ
で
実
施
す
る
。
初

回
は
必
ず
保
護
者
同
伴
。
受

け
付
け
は
電
話
の
み
、
締
め

切
り
は
３
月
23
日
５
時
ま
で
。

　

申
し
込
み
・
詳
細
は
美
多
彌

神
社
（
豊
島
さ
ん
）
０
７
２
・

２
９
７
・
１
１
７
９ 

〔
石
川
〕



少
し
た
。

　

ま
た
子
ど
も
と
高
齢
者
の
関

連
す
る
事
故
は
減
少
し
た
が
、

高
齢
者
の
負
傷
者
が
２
人
増
加

し
、全
体
の
約
37
％
を
占
め
る
。

　

月
別
で
は
１
月
・
12
月
、
時

間
帯
で
は
約
80
％
が
昼
間
帯（
８

時
〜
10
時
・
午
後
４
時
〜
６
時
）

で
多
く
事
故
が
発
生
。
路
線
別

で
は
、
幹
線
道
路
で
の
事
故
が

過
半
数
で
泉
北
１
号
線
で
の
発

生
が
最
も
多
い
。
ま
た
追
突
事

故
が
約
半
数
で
、
次
に
出
合
い

頭
の
事
故
が
多
か
っ
た
。〔
松
林
〕

　

１
月
29
日
、
光
明
台
１
丁
目

の
住
民
宅
に
金
融
機
関
の
イ
ト

ウ
を
名
乗
る
男
か
ら
電
話
が
あ

り
「
未
払
い
金
が
あ
る
。
あ
な

た
の
偽
造
免
許
で
口
座
を
開
設

し
て
い
る
」な
ど
と
言
っ
た
後
、

福
岡
県
警
の
ト
ミ
ナ
ガ
と
名
乗

る
男
か
ら
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
テ
レ
ビ
電

話
に
誘
導
さ
れ
、
偽
の
警
察
手

帳
を
見
せ
ら
れ
個
人
情
報
を
聞

き
出
さ
れ
た
。

　

１
月
２
日
頃
、
唐
国
町
３
丁

目
の
商
業
施
設
内
の
店
舗
で
鉄

パ
イ
プ
２
１
６
本
（
約
27
万
円

相
当
）
が
盗
ま
れ
た
。

　

２
０
２
５
年
１
月
〜
12
月
末
、

南
堺
署
管
内
で
の
交
通
人
身
事

故
件
数
は
２
８
１
件
（
前
年
と

同
じ
）。
死
者
は
ゼ
ロ
だ
っ
た
が
、

負
傷
者
は
３
４
３
人
で
前
年
よ

り
８
人
増
加
し
た
。

　

自
動
車
乗
車
中
の
事
故
に
よ

る
負
傷
者
は
１
９
８
人
（
全
体

の
約
60
％
）
で
前
年
よ
り
19
人

増
加
し
た
が
、
バ
イ
ク
と
自
転

車
の
事
故
に
よ
る
負
傷
者
は
減

　

１
月
22
日
午
前
、
野
々
井
の

高
齢
者
宅
に
金
融
機
関
や
警
察

官
を
名
乗
る
男
か
ら
「
あ
な
た

の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
が
不
正

利
用
さ
れ
て
い
る
。
被
害
届
を

出
し
て
く
だ
さ
い
」
な
ど
と
不

審
な
電
話
が
あ
っ
た
。

　

１
月
29
日
午
前
、
光
明
台
２

丁
目
の
住
民
宅
に
「
18
」
か
ら

始
ま
る
国
際
電
話
番
号
で
、
銀

行
職
員
を
か
た
る
女
か
ら
「
通

帳
に
残
高
が
無
い
の
で
通
帳
を

無
効
に
し
ま
す
」
と
不
審
な
電

話
。

　

１
月
27
日
昼
、
室
堂
町
の
住

民
宅
で
高
齢
女
性
が
パ
ソ
コ
ン

で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
中

に
「
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た
。

Ｏ
Ｓ
会
社
に
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
」
と
画
面
に
表
示
さ
れ
、
女

性
が
電
話
を
か
け
る
と
「
言
う

通
り
に
し
て
く
だ
さ
い
」
と
、

住
所
や
氏
名
な
ど
を
聞
か
れ
る

事
案
が
発
生
し
た
。

　

１
月
４
日
夜
、
伏
屋
町
５
丁

目
付
近
に
置
き
忘
れ
た
60
代
女

性
の
シ
ョ
ル
ダ
ー
バ
ッ
グ
（
財

布
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
な
ど

在
中
）
が
盗
ま
れ
た
。

　

12
月
27
日
夜
、
藤
沢
台
１
丁

目
の
団
地
内
ポ
ス
ト
に
入
れ
て

い
た「
置
き
配（
ビ
ュ
ー
ラ
ー
）」

が
盗
ま
れ
た
。

　

12
月
28
日
夜
、
藤
沢
台
１
丁

目
の
団
地
内
ポ
ス
ト
に
入
れ
て

い
た
「
置
き
配
（
Ｕ
Ｓ
Ｂ
）」
が

　

12
月
25
日
夜
、
富
田
林
市
藤

沢
台
１
丁
目
の
団
地
内
ポ
ス
ト

に
入
れ
て
い
た
「
置
き
配
（
ス

ト
ラ
ッ
プ
）」
が
盗
ま
れ
た
。

　

盗
ま
れ
た
。

　

12
月
25
〜
28
日
に
か
け
て
藤

沢
台
１
丁
目
付
近
の
集
合
住
宅

ポ
ス
ト
を
狙
っ
た
盗
難
事
件（
置

き
配
な
ど
含
む
）が
多
発
し
た
。

自
宅
の

や
現
金
、
貴
重
品
な

ど
大
切
な
物
は
ポ
ス
ト
内
に
は
　

１
月
20
日
頃
、
茶
山
台
３
丁

の
団
地
内
の
駐
輪
場
に
施
錠
し

て
止
め
て
い
た
40
代
男
性
の
バ

イ
ク
が
盗
ま
れ
た
。

　

１
月
23
日
深
夜
、
茶
山
台
２

丁
の
団
地
内
の
駐
輪
場
に
施
錠

し
て
止
め
て
い
た
50
代
女
性
の

バ
イ
ク
が
盗
ま
れ
た
。

　

１
月
24
日
頃
、
原
山
台
５
丁

の
団
地
内
の
駐
輪
場
に
施
錠
し

て
止
め
て
い
た
40
代
男
性
の
バ

イ
ク
が
盗
ま
れ
た
。

　

１
月
25
日
頃
、
茶
山
台
２
丁

の
団
地
内
の
駐
輪
場
に
施
錠
し

て
止
め
て
い
た
60
代
男
性
の
バ

イ
ク
が
盗
ま
れ
た
。

　

１
月
26
日
頃
、
槇
塚
台
２
丁

の
団
地
内
の
駐
輪
場
に
施
錠
し

て
止
め
て
い
た
40
代
男
性
の
原

付
バ
イ
ク
が
盗
ま
れ
た
。

　

１
月
19
日
頃
、
茶
山
台
１
丁

の
一
般
駐
輪
場
に
施
錠
し
て
止

め
て
い
た
10
代
男
性
の
自
転
車

が
盗
ま
れ
た
。

　

１
月
23
日
深
夜
、
茶
山
台
２

丁
の
団
地
内
の
駐
輪
場
に
無
施

錠
で
止
め
て
い
た
60
代
男
性
の

自
転
車
が
盗
ま
れ
た
。

　

１
月
７
日
午
後
、
あ
ゆ
み
野

４
丁
目
の
商
業
施
設
の
駐
輪
場

に
止
め
て
い
た
10
代
女
性
の
電

動
ア
シ
ス
ト
自
転
車
（
10
万
円

相
当
）
が
盗
ま
れ
た
。

　

１
月
24
日
昼
、
晴
美
台
１
丁

の
空
き
家
で
管
理
す
る
家
族
が

約
20
日
ぶ
り
に
訪
れ
る
と
窓
ガ

ラ
ス
が
割
ら
れ
て
お
り
室
内
が

荒
ら
さ
れ
て
い
た
。

☆

入
れ
な
い
よ
う
に
。

　

１
月
15
日
夕
方
、
万
町
で
10

代
男
性
が
バ
イ
ク
で
走
行
中
に

軽
四
自
動
車
と
接
触
し
頭
と
手

足
に
ケ
ガ
を
し
た
。

　

１
月
20
日
朝
、
伏
屋
町
で
50

代
男
性
が
50
㏄
バ
イ
ク
で
走
行

中
に
普
通
自
動
車
と
接
触
し
、

胸
と
ひ
ざ
に
ケ
ガ
を
し
た
。

　

12
月
27
日
午
前
、
い
ぶ
き
野

で
70
代
女
性
が
自
転
車
で
走
行

中
に
軽
四
自
動
車
と
ぶ
つ
か
り
、

腰
と
右
ひ
ざ
に
ケ
ガ
を
し
た
。

　

１
月
上
旬
の
夕
方
、
原
山
台

の
交
差
点
で
、
60
代
男
性
が
運

転
す
る
自
動
車
が
一
時
停
止
中

に
、
左
折
し
て
き
た
自
転
車
が

ぶ
つ
か
っ
た
。「
交
差
点
で
は
安

全
確
認
を
し
っ
か
り
行
っ
て
」

と
南
堺
署
交
通
課
。

　

12
月
27
日
昼
、
あ
ゆ
み
野
で

男
児
が
歩
行
中
に
普
通
自
動
車

と
接
触
し
、
頭
と
口
の
中
な
ど

に
ケ
ガ
を
し
た
。



　

泉
北
の
美
術
を
育
て
る
会
が

１
月
15
〜
18
日
、
泉
ヶ
丘
の
パ

ン
ジ
ョ
ホ
ー
ル
で
「
第
42
回
泉

北
美
術
展
」
を
開
い
た
。
日
本

画
・
洋
画
・
書
道
篆て
ん
こ
く刻
・
工
芸

彫
刻
・
写
真
の
５
部
門
か
ら
出

展
さ
れ
た
76
点
の
力
作
が
並
ぶ

充
実
し
た
内
容
。
訪
れ
た
人
ら

は
作
品
の
前
で
足
を
止
め
て
、

じ
っ
く
り
と
鑑
賞
し
て
い
た
。

　

泉
北
在
住
の
堺
市
展
入
賞
者

が
中
心
と
な
っ
て
１
９
８
２
年

に
発
足
し
た
同
会
。
泉
北
周
辺

の
プ
ロ
や
ア
マ
チ
ュ
ア
の
芸
術

家
が
集
ま
っ
て
泉
北
美
術
展
を

年
に
１
回
開
催
し
て
い
る
。
ま

た
、
美
術
の
楽
し
さ
を
広
め
よ

う
と
地
域
の
人
が
参
加
で
き
る

ク
ロ
ッ
キ
ー
勉
強
会
や
ス
ケ
ッ

チ
会
な
ど
も
開
い
て
い
る
。

　
　
　
　
　

　

今
回
の
美
術
展
で
は
、
南
ブ

ロ
ッ
ク
こ
ど
も
会
育
成
協
議
会

主
催
の
「
夏
休
み
こ
ど
も
会
作

品
展
」
の
優
秀
作
品
10
点
と
、

ク
ロ
ッ
キ
ー
勉
強
会
展
を
併
設

展
示
。
こ
ど
も
会
作
品
展
に
は

１
９
９
０
年
か
ら
、
絵
画
・
書

道
の
優
秀
作
品
に
「
泉
北
の
美

術
を
育
て
る
会
会
長
賞
」
を
贈

っ
て
来
た
。〝
私
た
ち
の
街
に
、

私
た
ち
の
芸
術
を
〞
を
合
言
葉

に
活
動
し
て
き
た
同
会
に
と
っ

て
、
未
来
を
担
う
子
ど
も
達
の

作
品
を
一
緒
に
展
示
で
き
た
こ

と
は
「
大
き
な
意
味
が
あ
る
と

感
じ
て
い
ま
す
」
と
同
会
事
務

局
の
山
口
好
三
さ
ん
。 〔
浅
利
〕

　

２
月
２
日
、
原
山
台
幼
稚
園

の
園
庭
で
、
恒
例
の
節
分
豆
ま

き
が
行
わ
れ
た
。

　

年
少
か
ら
年
長
児
ま
で
、
手

作
り
し
た
鬼
の
面
を
頭
に
か
ぶ

り
整
列
、
園
長
よ
り
、
節
分
の

鬼
に
ま
つ
わ
る
お
話
を
真
剣
に

聞
く
。
園
児
が
工
夫
を
凝
ら
し

た
鬼
の
面
は
カ
ラ
フ
ル
で
、
に

っ
こ
り
と
牙
が
見
え
る
笑
顔
や

眉
毛
が
ハ
の
字
の
ど
こ
か
コ
ミ

カ
ル
な
顔
な
ど
表
情
が
豊
か
だ
。

　

ド
キ
ド
キ
し
た
様
子
で
豆
を

手
に
、
待
ち
構
え
て
い
る
と
、

赤
鬼
と
緑
鬼
が
大
き
な
金
棒
を

持
ち
登
場
。
園
児
は「
鬼
は
外
、

福
は
内
」
と
、
一
生
懸
命
鬼
に

向
か
い
豆
を
ま
き
元
気
よ
く
走

っ
た
。
鬼
の
迫
力
に
驚
い
て
先

生
に
抱
き
つ
く
子
、
退
治
を
し

て
い
た
は
ず
が
、
い
つ
の
間
に

か
鬼
と
仲
良
く
な
る
子
と
反
応

は
様
々
で
ほ
ほ
え
ま
し
い
シ
ー

ン
も
見
ら
れ
た
。

　

こ
の
日
は
未
就
園
児
も
参
加
。

皆
で
記
念
撮
影
も
行
い
、
楽
し

い
時
間
を
過
ご
し
た
。 〔
石
川
〕

　

１
月
８
日
昼
、
光
明
台
で
木

製
の
棚
が
倒
れ
て
70
代
女
性
の

頭
に
当
た
り
ケ
ガ
を
し
た
。

　

１
月
12
日
朝
、
伏
屋
町
で
80

代
男
性
が
自
宅
の
庭
で
物
を
持

ち
上
げ
た
際
腰
を
痛
め
た
。

　

１
月
６
日
朝
、
高
尾
で
80
代

女
性
が
自
宅
内
で
足
を
滑
ら
せ

て
転
び
腰
椎
圧
迫
骨
折
。

　

１
月
17
日
、
茶
山
台
で
60
代

女
性
が
散
歩
中
に
転
び
左
ひ
じ

に
ケ
ガ
を
し
た
。

　

１
月
15
日
午
前
、
鴨
谷
台
で

70
代
女
性
が
運
動
中
に
転
び
股

関
節
を
骨
折
し
た
。

80
代
女
性
が
階
段
か
ら
転
落
し

右
ひ
じ
を
打
っ
た
。

　

１
月
15
日
午
前
、
伏
屋
町
で

70
代
男
性
が
階
段
で
つ
ま
ず
い

て
転
び
ケ
ガ
を
し
た
。

　

１
月
15
日
夕
方
、
竹
城
台
で

　

１
月
９
日
深
夜
、
は
つ
が
野

で
40
代
男
性
が
自
転
車
で
走
行

中
に
転
び
ケ
ガ
を
し
た
。

　
南
消
防
署
で
は
、
春
の
火
災 

予
防
運
動（
３
月
１
日
〜
７
日
）

に
伴
い
、
３
月
１
日
10
時
〜
ア

ク
ロ
ス
モ
ー
ル
泉
北
中
央
イ
ベ

ン
ト
広
場
で
広
報
啓
発
活
動
を

行
う
。

　

当
日
は
消
防
車
両
１
台
、
ガ

チ
ャ
ガ
チ
ャ
ブ
ー
ス
、
顔
出
し

パ
ネ
ル
な
ど
が
設
置
さ
れ
、
家

族
で
楽
し
み
な
が
ら
火
災
予
防

に
つ
い
て
学
べ
る
。

　

変
形
性
股
関
節
症
友
の
会「
カ

ト
レ
ア
会
」
が
３
月
７
日
１
時

半
〜
４
時
、
フ
ァ
イ
ン
プ
ラ
ザ

大
阪
（
城
山
台
５
丁
）
で
勉
強

会
「
色
々
な
身
体
の
故
障
に
つ

い
て
の
話
し
合
い
」
と
ヘ
ル
マ

ン
ハ
ー
プ
と
フ
ォ
ー
ク
ギ
タ
ー

の
音
楽
会
を
開
く
。
参
加
費
５

０
０
円
。

　

講
師
は
、
健
康
予
防
管
理
専

門
士
の
栫か

こ
い
ひ
さ
み

久
巳
さ
ん
。
音
楽
会

は
音
楽
サ
ー
ク
ル
「
虹
の
丘
」。

　

「
会
員
以
外
の
ど
な
た
で
も

ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。
多
く

の
方
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
」
と
、
同
会
。
問
い
合

わ
せ
は
岩
本
さ
ん
０
７
２
・
２

９
７
・
６
５
３
４ 

〔
横
山
〕



A
D

G

B
E

H

F
I

C

　

左
の
２
つ
の
絵
に
違
う
と
こ
ろ
が
４
か
所
あ
り
ま
す
。

ま
ち
が
い
の
あ
る
コ
ー
ナ
ー
を
記
号
で
答
え
て
下
さ
い
。

　 住所・氏名・電話番号・コメントを記入の上、ハガキまたはＦＡＸ、メールで。 
。抽選で３人にギフト券（千円）を進呈。

あて先＝〒590－0105 堺市南区竹城台３丁 
22番２号、コミュニティ・まちがいさがし係（ＦＡＸ 072・291・5473  
メールhome@community2525.com） 答と当選者発表は３月12日号。

　 　身の回りの 
出来ごとなどホームページと紙面に掲載します。 
　

描いて下さい。１枚でＯＫ 
（ペンネーム可）。採用分にはクオカード進呈。 応募はこちらから

★昨年12月14日、「泉北のみどりを守
る会」は栂・美木多地区の桃山台の
緑道、公園、遺跡などの樹木に銘板
を取り付けました。
　　当日の朝は少し雨が降る寒い日で
したが、メンバー８人で手分けして
無事に50枚（40種類）を樹木に取り
付けました。
　　銘板の取り付けは３回目なので手
際よく付けることができました。銘
板の製作は寄付で賄っており、今回
寄付をいただいた個人、団体に紙面
を借りてお礼申し上げます。（泉北の
みどりを守る会・小郷さん）

★２月14日に多治速比売神社へ行きま
した。先週は雪だったのに、この日
は上着が暑く感じるほどの陽気。梅

も間近でゆっくり見物ができ、春の
訪れを感じられるひとときでした。
（竹城台・Mさん）



市外局番
おまちがえなく！

こちら情報センターこちらこちら情報センター情報センターなんでもご連絡を こちら情報センター

を止める潮時なのかなと思いますが、
今度は空き巣とか強盗のターゲット
になっていないか不安になったりし
て、ありがたいような迷惑なような
お知らせでした。（若松台・Y.Mさん）

★バラのせん定をしました。良い芽の
上で切ります。春に奇麗な花を咲か
せるように祈りながら思いきって切
りました。（宮山台・N.Tさん）
★春から長男が小学校入学、次男が転
園するので色々買いそろえて、名前
を書く作業の繰り返し。油性ペン３
本目！手がしびれる。（原山台・M.H
さん）

★子どもの私立高校の合格が決まりま
した。入学金諸々を合わせると金額
に血の気が引きましたが、これで授
業料までとなると…。高校の授業料
無償化は本当にありがたいですね。
次は公立高校の受験です。風邪を引
かず元気に当日を迎えてほしいで
す。（庭代台・原山花子さん）

★冬季オリンピックが始まりました。
日本の活躍に期待し、応援している
が、時差の関係でどうしても夜の視
聴になるのがつらいです。（庭代台・
S.Tさん）

★先日、コミュニティに載っていた近
大病院移転記念でゴミ箱にビー玉ア
ートを貼るイベントに孫５人を連れ
て参加させていただきました。

　　ビー玉にペンキを付けて転がすの
が面白かったようです。その除幕式
が28日にちびっこ広場であるそうで
す。また見に行こうと話しています。
アートを貼ったゴミ箱がどこに設置
されているのか、探すのも楽しみと
なるでしょう。孫達と一緒に過ごせ
る機会ができました。（原山台・M.H
さん）

★雪が降った日、和泉山脈は信州のよ
うに美しく、かぐらざき公園ではそ
り遊びの跡がありましたよー。（緑ケ
丘・R.Mさん）

★68歳の母がスーパーの帰り、自分の
車と勘違いして、知らない人の車に
乗ろうとしてるのを見て｢その車と
ちゃうで｣と言うと｢ホンマやわ！」
とハッとした表情を浮かべて親子で
笑い合いました。（鉢ヶ峯寺・コミュ
ニティ大好きさん）

★夫は毎日、家でも酒を飲んでいまし
た。ところが今年風邪を引いて、そ
れが意外と長引き、その間お酒をや
めていました。

　　すると、夜中ぐっすり眠れるよう
になったみたいで、家では飲まなく
なりました。あんなに「休肝日を作
って」と言っていたのに。やっぱり
お酒を飲むと眠れているようで眠れ
ていないんですね。（三原台・T.Nさ
ん）

渡ってゾロゾロと人が南区役所に入
っていました。私もなんとか車を置
き投票所に行くと１時間待ちの行
列。諦めて投票は当日に行きます。
（城山台・A.Tさん）
★選挙の列が類を見ないほど並んでい
ました。（いぶき野・Ｙ.Ｗさん）
★選挙に行くために、遠方に住む娘に
新幹線で来てもらい、連れて行って
もらうつもりが雪の予報。車椅子で
傘をさして、娘はレインコートを着
て行きました。（赤坂台・T.Mさん）
★盆栽の小さな梅が咲きました。（桃山
台・Y.Oさん）

★一昨年、庭木にハトが巣を作りまし
た。卵がかえって大きくなったハト
が住みついています。木の実を食べ
て、いたるところにフンをしまくり
ます。私が裏庭へ行こうとすると、
先導して前を歩き、いくら追い払っ
ても居座ります。これがハトでなく
てコウノトリだったら、赤ちゃんや
幸せを運んできてくれそうなのです
が…。（はつが野・J.Kさん）

★我が家のニホンイシガメが異常な気
温のせいで冬眠をしません！（宮山
台・ペニーさん）

★今朝、外出してビックリ。泉北方面
からの車に雪が乗っていた｡隣の区
なのに深井には雪の気配がないなん
て、こんな事もあるのね｡新発見で
す。（深井清水町・T.Aさん）

★大阪府警本部と大阪府消費生活セン
ターの連名で、詐欺電話を警告する
ハガキが届きました。もう固定電話

★今年も巻きました。節分の巻き寿司
を３家族分で15本！「バァバの巻き
寿司が１番おいしい」とおだてられ、
いつまで作れるかわからないけれど
元気なうちはうれしいから作ろう。
（和田東・まーちゃんさん）

★松城橋から竹城台センターまでの緑
道には、100本ほどの桜並木があり
ます。ほとんどが大きな老木です。
クビアカにやられたのでしょうか？
（竹城台・N.Sさん）

★選挙当日は今季一番の寒さになりそ
うなので期日前投票に行ったのです
が、車は並んでいるし、横断歩道を



　自宅などで不用となった品物の
交換の場を当社の玄関前と横の通
路に、専用棚で提供しています。
　品物の持ち帰りは自由です。

　自宅などで不用となった品物の
交換の場を当社の玄関前と横の通
路に、専用棚で提供しています。
　品物の持ち帰りは自由です。　
　

　自宅などで不用となった品物の
交換の場を当社の玄関前と横の通
路に、専用棚で提供しています。
　品物の持ち帰りは自由です。

◆ガスホース（100cm以上が４本）を１
本500円で取りに来られる方に譲り
ます。一度見ていただく事も可。
 （槇塚台・横山 ☎080-3777-9027）
◆リトルタイクスの乗用玩具（色あせ・
傷・シール剥がれあり）を3000円で取
りに来られる方に譲ります。
 （晴美台・はるみっこ harumint202
 5@gmail.com）

◆学習机（美品、木製、椅子なし、チェス
トあり）を3000円で

 ▷鏡（姿見、約150cm）を500円で
 取りに来られる方に譲ります。
 （高倉台・野口  ☎080-6211-4885）＜連
絡は午前９時～午後３時に＞
◆イワタニのカセットコンロ（タフま
る、黒色、未開封）を5000円で取りに
来られる方に譲ります。
 （槇塚台・KK ☎080-5362-5927）
◆Xiaomiの67Wターボチャージ対応
急速充電器（ケーブルセット付き）を
3000円で
 ▷Redmiのnote14Pro用強化ガラス
保護フィルム（２枚）を300円で

 ▷AQUOSのwish4用強化ガラス保
護フィルム（１枚）を200円で

 ▷７in１デバイス（USB×３、カード
リーダー×４）を500円で

 いずれも未使用で取りに来られる方
に譲ります。待ち合わせも可、クレー
ム・リターン・キャンセルはお断り致
します。
 （晴美台・七福神　 yoshihiro_tk@h 
otmail.com）
◆象印のホットプレート（美品＜数回
使用＞）を3000円で取りに来られる
方に譲ります。
 （三原台・山本一郎 mondosoara@
yahoo.co.jp）

◆大阪ガスのファンヒーター（140-58
 72型、都市ガス用13Ａ）を4000円で
 ▷23区のジャケットスーツ（サイズ
40、ライトオークル）を1000円で
 ▷基盤と碁石のセットを無料で
 ▷日本人形を無料で
 いずれも取りに来られる方に譲りま
す。
 （庭代台・さち sacchi.0111@ezweb
 .ne.jp、☎090-1224-3731＜留守電の場
合はメッセージを入れてください＞）
◆リンナイのガスコンロ（RTE597BKL、
１年前に２万2000円で購入）を１万
円で取りに来られる方に譲ります。
 （御池台・あやきち ayk.s.328@gm 
ail.com）

◆家具調コタツ（ワイン色、正方形＜90
 cm＞）を無料で
 ▷座卓（濃いブラウン、幅90×奥行
150cm、天板にキズあり）を3000円で 
取りに来られる方に譲ります。
 （赤坂台・EBIHARA ☎072-298-7047）
◆花札（未使用、２つあり）を１つ500円
で
 ▷フリーサイズのベルト（２本＜ブ
ルー・赤とブルーの格子柄＞あり）を

１本500円で
 取りに来られる方に譲ります。
 （赤坂台・辻 ☎090-6669-1147)

◆ 剣道の防具一式（170cm）を無料で譲
ります。受け渡しは要相談。

 （いぶき野・よねさんず 8mcyonek
   m8@gmail.com）

◆浪速中学校・浪速高校の男子用制服
（ワイシャツ＜サイズ＝S～M＞、ブレ
ザー＜サイズ＝S＞、ズボン＜ウエス
ト＝73cm＞）を格安で
 ▷浪速中学校・浪速高校の男子用コ
ート（サイズ＝S～M）を3000円で
 譲ってください。いずれも取りに伺
います。待ち合わせも可。
 （高倉台・ミント ☎090-4132-3554）
◆プラレール（車両やレールなど）を無
料か格安で譲ってください。取りに
伺います。
 （三原台・茶園 ☎090-8752-6111）
◆泉北高校の男子用制服と体操服（サ
イズ＝175cm＜ズボン70cm＞）を
2000円で譲ってください。取りに伺
います。
 （晴美台・ミケちゃん vsachi5@yahoo.
co.jp）

◆ファミリーこども園の女児用制服
（春夏秋冬）を格安で譲ってくださ
い。取りに伺います。
 （鴨谷台・はな maron9313sinba@
gmail.com）

◆電子レンジを
 ▷オーブントースターを
 ▷炊飯器（３～5.5合）
 いずれも無料で譲ってください。取
りに伺います。

 （浜寺石津町中・藤原 ☎090-8198-
7908）

　品物の受け付けは
　ＱＲコードが簡単。

　自宅などで不用となった品物の
交換の場を当社の玄関前と横の通
路に、専用棚で提供しています。
　品物の持ち帰りは自由です。
　



　

時
代
の
制
約
は
あ
っ
た
に
せ

よ
、
苦
し
い
立
場
の
人
に
手
を

差
し
の
べ
よ
う
と
し
た
小
西
行

長
を
、
私
た
ち
は
誇
り
に
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
顕
彰
碑
は
、

昭
和
36
年
の
大
和
川
拡
張
工
事

で
泉
北
の
鉢
ヶ
峯
公
園
墓
地

（
堺
公
園
墓
地
）
に
移
さ
れ
て

い
ま
す
。

縁
者
で
、
先
祖
供
養
を
兼
ね
て

顕
彰
碑
（
供
養
塔
）
を
建
て
た

ん
や
」

　

ラ
イ
病
と
は
現
在
で
は
ハ
ン

セ
ン
病
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、

国
内
の
患
者
は
す
べ
て
完
治
し

て
い
ま
す
が
、
当
時
は
「
不
治

の
病
」
と
し
て
恐
れ
ら
れ
、
患

者
は
ず
っ
と
差
別
さ
れ
苦
し
め

ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

堺
ゆ
か
り
の
小
西
行
長
が
関

ヶ
原
の
戦
い
で
敗
れ
て
捕
ま
り
、

堺
と
大
坂
を
引
き
回
さ
れ
た
後
、

石
田
三
成
と
共
に
京
で
殺
さ
れ
、

さ
ら
し
首
に
な
り
ま
し
た
。
親

族
の
多
く
も
殺
さ
れ
ま
し
た
が

一
部
の
親
族
が
讃
岐
に
逃
げ
て

い
た
よ
う
で
す
。

「
今
度
、
三
宝
に
で
き
た
新
田

（
現
・
南
島
町
）
に
小
西
行
長

を
た
た
え
る
石
碑
が
建
っ
た
そ

う
や
で
」

「
小
西
行
長
ち
ゅ
う
た
ら
、
権

現
様
（
徳
川
家
康
）
に
弓
を
引

い
た
っ
ち
ゅ
う
人
間
や
ろ
」

「
そ
う
や
」

「
そ
ん
な
人
間
を
た
た
え
る
っ

ち
ゅ
う
の
は
、
お
上
に
タ
テ
を

つ
く
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
。

罰
せ
ら
れ
へ
ん
か
っ
た
ら
エ
エ

の
に
な
ぁ
」

「
そ
こ
や
ね
ん
。
小
西
行
長
は

確
か
に
関
ヶ
原
で
西
軍
の
石
田

方
に
つ
い
た
け
ど
な
、
キ
リ
シ

タ
ン
と
し
て
孤
児
院
み
た
い
な

所
に
毎
年
百
石
も
米
を
送
り
こ

ん
で
た
そ
う
や
」

「
そ
り
ゃ
あ
ス
ゴ
イ
」

「
そ
れ
だ
け
や
の
う
て
、
ラ
イ

病
の
人
を
保
護
す
る
建
物
を
堺

や
大
坂
に
建
て
て
か
く
ま
っ
た

ら
し
い
」

「
み
な
ラ
イ
病
と
聞
く
と
、
町

や
村
か
ら
出
て
行
け
ぇ
っ
て
言

う
も
ん
な
。
そ
れ
を
か
く
ま
う

っ
て
小
西
行
長
も
エ
エ
と
こ
あ

っ
た
ん
や
な
ぁ
」

「
讃
岐
か
ら
や
っ
て
来
て
三
宝

に
新
田
を
開
い
た
の
が
小
西
の

⑤





★1978年、緑化事業実験地に指定された原山台３丁の府営住宅前を
撮影。自治会による緑化の取り組みが評価されこの地区に２千本あ
まりの苗木が配布されました。すでに指定された地区には600本余
りの配布だったことから、ケタ違いの規模と報じています。水やり
から害虫駆除まで住民の協力による管理が行われていたようです。

●２月10日までに45通の応募がありました。（正解者24名）。正解者
の中から抽選で下記の３名にギフトカード（千円分）を差し上げま
す。（敬称略）

西本崇（桃山台）　西かおり（三原台）　新屋優果（新檜尾台）



　

光
明
池
駅
近
く
に
就
労
継
続

支
援
Ｂ
型
事
業
所
「
ハ
ー
ト
・

フ
ェ
ル
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
光
明

池
」
０
７
２
５
・
54
・
８
７
８

７
（
室
堂
町
）
が
昨
年
12
月
に

開
所
し
た
。

　

何
ら
か
の
理
由
で
一
般
就
労

が
難
し
い
、
仕
事
を
し
た
い
が

自
信
が
な
い
な
ど
利
用
者
の
事

情
は
さ
ま
ざ
ま
だ
が
、
一
人
ひ

と
り
に
応
じ
た
柔
軟
な
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
が
組
め
る
。

　

心
地
よ
い
居
場
所
作
り
は
も

ち
ろ
ん
、「
お
花
の
お
仕
事
」、

「
I
T
ス
キ
ル
/
デ
ジ
タ
ル
も

動
画
編
集
、
3
D
プ
リ
ン
タ
ー

で
の
造
形
な
ど
デ
ジ
タ
ル
技
術

の
習
得
、
実
用
的
な
ス
キ
ル
を

身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
お
花
と
デ
ジ
タ
ル
に
興
味
が

あ
る
方
は
ぜ
ひ
見
学
に
い
ら
し

て
下
さ
い
」
と
。

　

９
時
〜
18
時
。
作
業
時
間
は

最
大
で
４
時
間
。
午
前
と
午
後

ど
ち
ら
も
利
用
す
る
人
は
弁
当

を
無
料
で
提
供
。
片
道
30
分
以

内
は
送
迎
あ
り
。
駅
近
な
の
で

電
車
で
通
所
す
る
人
も
。
無
休

（
年
末
年
始
を
除
く
）。
見
学
・

体
験
随
時
（
要
事
前
連
絡
）。

の
づ
く
り
」
と
全
く
違
う
２
つ

の
分
野
か
ら
作
業
を
選
べ
る
と

こ
ろ
が
同
所
の
特
長
。
作
業
を

通
じ
て
一
般
就
労
に
向
け
て
よ

り
実
践
的
な
体
験
が
で
き
る「
お

花
の
仕
事
」
は
施
設
外
就
労
先

の
「
f
ｌ
ｏ
ｗ
ｅ
ｒ　
ｓ
ｈ
ｏ

ｐ　

Ｓ
ｔ
ｙ
ｌ
ｅ
光
明
池
」（
ダ

イ
エ
ー
光
明
池
店
1
階
）
と
連

携
し
て
水
や
り
、ブ
ー
ケ
作
り
、

ラ
ッ
ピ
ン
グ
補
助
、
希
望
が
あ

れ
ば
店
頭
に
立
つ
こ
と
も
で
き

る
。「
I
T
ス
キ
ル
/
デ
ジ
タ
ル

も
の
づ
く
り
」
は
基
礎
的
な
操

作
方
法
か
ら
、
バ
ナ
ー
制
作
、

　

公
式
L

 
I
 N 

E
、
イ
ン
ス
タ

グ
ラ
ム
は
Ｈ
Ｐ

内
に
。 〔
髙
見
〕

　

髙
島
屋
泉
北
店
で
売
り
場
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
が
始
ま
っ

て
い
る
。
堺
店
の
閉
店
を
受
け

て
服
飾
売
り
場
を
中
心
に
新
し

い
ブ
ラ
ン
ド
の
導
入
や
堺
店
に

あ
っ
た
ブ
ラ
ン
ド
の
移
設
を
実

施
。
２
月
28
日
の
婦
人
服
ブ
ラ

ン
ド
の
ニ
ュ
ー
オ
ー
プ
ン
を
皮

切
り
に
４
月
末
に
は
全
16
店
舗

が
出
そ
ろ
う
。

　

同
店
の
売
り
上
げ
は
23
年
度

１
５
１
億
円
、
24
年
度
１
４
７

億
円
と
減
少
傾
向
に
あ
っ
た
。

し
か
し
今
年
１
月
７
日
、
堺
店

閉
店
後
、
客
足
が
伸
び
売
り
上

げ
ア
ッ
プ
も
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

今
回
の
改
装
で
は
、
ニ
ュ
ー

オ
ー
プ
ン
が
９
ブ
ラ
ン
ド
、
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
が
７
ブ
ラ
ン
ド
。

メ
ン
ズ
・
レ
デ
ィ
ー
ス
・
子
ど

も
服
を
同
一
店
舗
で
そ
ろ
え
る

こ
と
が
で
き
る
コ
ン
バ
イ
ン
シ

ョ
ッ
プ
の
開
店
が
目
新
し
い
。

「
タ
カ
シ
マ
ヤ　

ビ
ュ
ー
テ
ィ

ー
シ
ョ
ッ
プ
」（
３
月
25
日
オ
ー

プ
ン
）
で
は
ロ
ク
シ
タ
ン
や
ア

ス
レ
テ
ィ
ア
な
ど
が
新
規
出
店
。

１
階
食
料
品
で
は
、
和
菓
子
の

「
一
心
堂
」
と
「
坂
角
総
本
舗
」

が
常
設
に
な
る
。
ど
ち
ら
も
３

月
11
日
オ
ー
プ
ン
。
４
階
に
は

「
補
聴
器
オ
ー
ダ
ー
ス
タ
ジ
オ
」

が
ニ
ュ
ー
オ
ー
プ
ン
す
る
。

　

ま
た
、
２
０
１
８
年
４
月
に

開
店
し
た
「
エ
キ
・
タ
カ
泉
ヶ

丘
」
も
昨
年
11
月
、
プ
チ
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
し
た
。
ワ
ン
コ
イ
ン

で
購
入
で
き
る
同
店
限
定
弁
当

や
、
歯
ブ
ラ
シ
や
ハ
ン
カ
チ
、

ス
リ
ッ
パ
な
ど
の
雑
貨
の
商
品

が
増
え
人
気
だ
。
特
に
近
畿
大

学
病
院
が
三
原
台
に
移
転
オ
ー

プ
ン
後
、
売
り
上
げ
が
伸
び
て

い
る
。 

〔
横
山
〕

　

ベ
ー
カ
リ
ー
泉
北
堂
向
か
い

の
「
泉
北
不
動
産
販
売
」（
深
阪

南
）
０
７
２
・
２
８
４
・
９
３

２
４
は
開
業
４
年
目
の
地
域
密

着
型
の
不
動
産
会
社
。

　

「
て
い
ね
い
な
仕
事
で
信
頼

に
応
え
ま
す
」
を
コ
ン
セ
プ
ト

に
、
不
動
産
全
般
（
売
買
・
賃

貸
・
土
地
探
し
・
リ
フ
ォ
ー
ム

な
ど
）、
特
に
泉
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
を
専
門
と
す
る
情
報
量
に
加

知
り
合
い
を
紹
介
し
た
場
合
は

紹
介
者
に
も
特
典
が
あ
る
。

　

同
社
は
現
在
、
A
B
C
テ
レ

ビ
「
お
は
よ
う
朝
日
土
曜
日
で

す
」
７
時
20
分
〜
30
分
枠
で
C 

M
を
放
送
中
。
小
松
原
さ
ん
と

店
長
の
三
ヶ
尻
さ
ん
が
出
演
し
、

撮
影
は
槇
塚
公
園
や
三
原
台
の

岸
池
周
辺
で
行
っ
た
。
ま
た
深

井
〜
泉
ヶ
丘
へ
向
か
う
泉
北
１

号
線
や
和
田
西
交
差
点
付
近
の

え
、
同
店
の
み
の
取
り
扱
い
物

件
、
泉
北
地
域
以
外
も
取
り
扱

う
。
代
表
の
小
松
原
浩
之
さ
ん

（
43
歳
）
は
大
手
不
動
産
会
社

で
同
地
域
を
担
当
し
た
経
験
を

生
か
し
、「
お
客
様
フ
ァ
ー
ス
ト
」

で
利
用
者
の
要
望
に
合
わ
せ
た

誠
実
な
対
応
と
心
遣
い
で
、「
不

動
産
を
通
じ
て
こ
れ
か
ら
も
泉

北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
発
展
に
貢

献
し
た
い
」
と
ク
リ
ー
ン
で
信

頼
さ
れ
る
会
社
を
目
指
し
、
地

域
と
と
も
に
歩
み
続
け
る
。「
ど

ん
な
こ
と
で
も
ご
相
談
を
。
全

力
で
サ
ポ
ー
ト
い
た
し
ま
す
」

と
小
松
原
さ
ん
。

　

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
見
た
」

と
伝
え
る
と
４
月
末
ま
で
仲
介

手
数
料
10
％
キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ
ッ

ク
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
中
。

　

堺
市
内
最
大
級
の
中
古
車
販

売
店
「
ガ
リ
バ
ー
泉
北
店
」（
中

区
八
田
寺
町
）
０
７
２
・
２
８

９
・
７
７
２
０
は
泉
北
２
号
線

沿
い
、
ユ
ニ
ク
ロ
泉
北
店
と
な

り
に
あ
る
。

　　

車
で
の
ア
ク
セ
ス
良
好
、
広

大
な
敷
地
に
多
彩
な
車
種
を
取

り
そ
ろ
え
る
。
明
る
く
心
地
良

い
音
楽
が
流
れ
る
店
内
は
、
た

く
さ
ん
の
商
談
ス
ペ
ー
ス
、
落

ち
着
い
た
雰
囲
気
の
ラ
ウ
ン
ジ
、

セ
ル
フ
カ
フ
ェ
コ
ー
ナ
ー
や
キ

ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー
、
仕
切
り
の
あ

る
座
席
ス
ペ
ー
ス
な
ど
、
ゆ
っ

た
り
と
過
ご
せ
る
よ
う
に
広
々

と
し
た
空
間
づ
く
り
が
魅
力
的
。

　

ま
た
点
検
・
整
備
・
修
理
が

で
き
る
整
備
工
場
（
今
後
稼
働

開
始
予
定
）
を
併
設
す
る
た
め

車
検
整
備
、
オ
イ
ル
交
換
な
ど

に
も
応
じ
る
。

　

ス
タ
ッ
フ
は
ハ
キ
ハ
キ
と
し

た
応
対
で
、
手
際
の
良
い
案
内

が
好
印
象
。
初
め
て
の
来
店
で

も
気
軽
に
相
談
で
き
る
環
境
が

整
う
。「
地
域
の
皆
さ
ま
の
ニ
ー

ズ
に
合
わ
せ
、
楽
し
い
イ
ベ
ン

ト
も
展
開
し
て
い
き
ま
す
」
と

ス
ト
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
小
野

さ
ん
。

　

週
末
は
混
み
合
う
た
め
平
日

の
来
店
が
お
す
す
め
。
来
店
予

約
も
で
き
る
。
詳
し
く
は
Q
R

コ
ー
ド
を
。
営
業
時
間
10
時
〜

　

言
語
聴
覚
士
の
こ
と
ば
の
教

室
「
Ｌ
ｏ
ｇ
ｏ　
ｐ
ａ
ｄ
ｉ
ｅ

（
ロ
ゴ
ペ
デ
ィ
）」
が
４
月
か
ら

毎
週
金
曜
、
旧
泉
北
す
え
む
ら

資
料
館
（
大
蓮
公
園
内
）
で
定

期
的
に
開
校
。
同
教
室
オ
ー
プ

ン
に
先
駆
け
て
３
月
14
日
10
時

〜
４
時
、
プ
レ
オ
ー
プ
ン
イ
ベ

ン
ト
を
開
く
。

　

人
と
人
と
の
関
わ
り
合
い
の

中
で
育
つ
言
葉
。
教
室
で
は
、

言
語
聴
覚
士
の
山
本
ち
は
る
さ

ん
が
「
こ
と
ば
の
遅
れ
」「
発
音

が
苦
手
」「
吃き
つ

音お
ん

」「
書
き
間
違
え

が
多
い
」
な
ど
気
に
な
る
子
ど

も
の
相
談
や
、
そ
の
子
の
特
性

に
合
っ
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行

い
、「
こ
と
ば
」
を
育
む
手
伝
い

を
す
る
。
山
本
さ
ん
は
、
幼
稚

園
教
諭
・
保
育
士
・
言
語
聴
覚

士
の
資
格
を
持
ち
、
近
畿
大
学

病
院
で
成
人
の
言
語
訓
練
・
嚥え
ん

下
訓
練
・
小
児
の
言
語
訓
練
を

行
っ
て
き
た
経
歴
が
あ
る
。
教

室
対
象
は
２
歳
か
ら
の
親
子
。

年
齢
別（
各
ク
ラ
ス
３
人
ま
で
）

で
実
施
。
料
金
は
月
４
回
で
１

万
円
。

　

ま
た
、
毎
週
金
曜
１
時
〜
１

時
半
に
は
「
嚥
下
体
操
Ｔ
Ｉ
Ｍ

Ｅ
」
も
ス
タ
ー
ト
。
む
せ
や
す

い
、
飲
み
込
み
が
不
安
な
ど
の

高
齢
者
対
象
の
体
操
も
実
施
さ

れ
る
。
参
加
費
１
回
千
円
。

　

プ
レ
オ
ー
プ
ン
イ
ベ
ン
ト
で

は
、
子
ど
も
の
こ
と
ば
の
理
解

や
表
現
を
育
む
教
材
や
、
が
ん

治
療
の
経
験
を
し
た
人
た
ち
向

20
時
・
不
定
休
・

駐
車
場
あ
り
。 

 

〔
元
村
〕

看
板
や
南
海
バ
ス
車
体
後
部
ラ

ッ
ピ
ン
グ
広
告
も
展
開
し
、「
泉

北
の
不
動
産
と
い
え
ば
泉
北
不

動
産
と
言
っ
て
も
ら
え
る
存
在

に
な
り
た
い
」
と
。「
訪
問
や
査

定
、
電
話
相
談
ま
で
私
が
担
当

い
た
し
ま
す
」
と
笑
顔
の
小
松

原
さ
ん
。
９
時

半
〜
18
時
半
・

水
日
曜
休
。 

 

〔
元
村
〕

け
の
ブ
ラ
ン
ド
「
猫
舌
堂
」
障

害
児
・
医
療
的
ケ
ア
児
の
暮
ら

し
に
役
立
つ
ア
イ
テ
ム
な
ど
ロ

ゴ
ペ
デ
ィ
セ
レ
ク
ト
の
こ
こ
で

い
で
す
」
と
。

　

問
い
合
わ
せ

logopadie.st@
 

gm
ail.com

 

し
か
並
ば
な
い
展
示
や
販
売
が

い
っ
ぱ
い
。「
保
護
者
の
方
、
保

育
・
教
育
・
医
療
・
福
祉
関
係

の
方
も
ぜ
ひ
ご
覧
い
た
だ
き
た

行
う
。
施
設
利
用
者
や
近
隣
住

民
を
は
じ
め
、
初
め
て
訪
れ
る

人
に
も
公
園
墓
地
を
身
近
に
感

じ
て
ほ
し
い
と
企
画
。「
地
域
交

流
の
場
に
な
れ
ば
」
と
指
定
管

理
者
オ
フ
ィ
ス
Ｓ
Ｋ
Ｇ
。
問
い

合
わ
せ
は
、
９

時
〜
17
時
に
。

駐
車
場
あ
り
。

 

〔
元
村
〕

を
開
催
す
る
。
会
場
は
事
務
所

棟
１
階
和
室
（
参
加
者
多
数
の

場
合
は
管
理
事
務
所
隣
接
広
場
）。

事
前
申
し
込
み
は
不
要
。
マ
ジ

ッ
ク
シ
ョ
ー
の
ほ
か
、
和
菓
子

と
お
茶
の
無
料
サ
ー
ビ
ス
、
ど

ん
ぐ
り
や
松
か
さ
の
工
芸
品
づ

く
り
体
験
、
線
香
販
売
な
ど
を

　

鉢
ヶ
峯
に
あ
る
「
堺
公
園
墓

地
」
０
７
２
・
２
９
２
・
７
４

５
５
は
、
広
い
敷
地
に
霊
堂
や

駐
車
場
な
ど
の
設
備
が
整
い
、

春
は
桜
の
名
所
と
し
て
も
親
し

ま
れ
て
い
る
。

　

３
月
１
日
10
時
〜
12
時
（
予

定
）、「
桃
の
節
句（
お
雛
祭
り
）」



　

28
日
１
時
半
〜
３
時
、
和
泉

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
セ

ン
タ
ー
「
ア
イ
・
あ
い
ロ
ビ
ー
」

（
エ
コ
ー
ル
・
い
ず
み　

ア
ム

ゼ
モ
ー
ル
１
階
）
で
開
か
れ
る

「
あ
い
サ
ポ
ー
タ
ー
研
修
」
の

参
加
者
を
募
っ
て
い
る
。

　

障
害
の
あ
る
人
が
困
っ
て
い

る
時
に
、
自
分
の
で
き
る
範
囲

で
そ
っ
と
手
助
け
や
気
配
り
を

す
る
「
あ
い
サ
ポ
ー
タ
ー
」。
研 

修
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
障
害
の
特

性
を
知
り
、
手
助
け
や
配
慮
の

方
法
を
学
ぶ
。
研
修
受
講
後
に

「
あ
い
サ
ポ
ー
タ
ー
」
認
定
の

し
る
し
と
し
て
「
あ
い
サ
ポ
ー

ト
バ
ッ
ジ
」
が
手
渡
さ
れ
る
。

　

定
員
20
人
。
先
着
順
。
申
し

込
み
は
０
７
２
５
・
57
・
０
２

９
４
（
ア
イ
・
あ
い
ロ
ビ
ー
）。

　

ゴ
ミ
を
拾
っ
て
泉
北
を
清
潔

で
明
る
い
街
に
し
よ
う
と
、
サ

ザ
ン
Ⅴ
ネ
ッ
ト
が
ク
リ
ー
ン
作

戦
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
る
。

３
月
７
日
９
時
半
〜
11
時
半（
雨

天
は
８
日
、両
日
雨
天
は
中
止
）。

栂
・
美
木
多
駅
か
ら
光
明
池
駅

ま
で
の
泉
北
１
号
線
側
道
を
掃

除
。
南
区
市
役
所
前
集
合
、
光

明
池
駅
北
側
道
解
散
。
ゴ
ミ
バ

サ
ミ
を
必
ず
持
参
、
軍
手
・
飲

　

大
阪
狭
山
市
半
田
の
さ
く
ら

会
病
院
が
３
月
28
日
２
時
〜（
開

場
１
時
45
分
）、
さ
く
ら
会
病
院

別
館
で
健
康
教
室
を
開
催
す
る
。

参
加
無
料
。

　

講
演
は
診
療
放
射
線
技
師
に

よ
る
「
画
像
で
支
え
る
、
私
た

ち
の
健
康

－

放
射
線
科
の
役
割

と
検
査
の
お
は
な
し
」。
２
時
半

〜
は
伊
原
理
事
長
の
ミ
ニ
コ
ン

サ
ー
ト
も
。
定
員
40
人
。
電
話

で
事
前
予
約
が
必
要
。
健
康
教

室
参
加
の
人
は
駐
車
料
金
無
料
。

車
い
す
の
人
は
事
前
に
伝
え
て
。

　

申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ
０

７
２
・
３
６
６
・５
６
７
３
（
月

〜
土
の
９
時
〜
５
時
）

物
・
タ
オ
ル
な
ど
。
河
村
さ
ん

０
９
０
・
８
９
８
１
・
９
７
０

８　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
月
８
日

　
　
　
　
　
　
　
　

浜
甲
子
園
。

９
時
半
に
阪
神
本
線
・
甲
子
園

駅
改
札
口
付
近
集
合
。
雨
天
中

止
。
弁
当
・
水
筒
・
雨
具
・
観

察
用
具
持
参
。
参
加
費
２
０
０

円
（
会
員
１
０
０
円
）。
問
い
合

わ
せ
は
仲
さ
ん
０
９
０
・
５
８

９
７
・
４
１
８
３

　

３
月
１
日
10
時
半
〜
、
和
泉

シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
地
下
１
階
の
ス

タ
ジ
オ
で
「
懐
か
し
い
童
謡
、

唱
歌
を
歌
う
会
」
を
開
催
。
参

加
費
６
０
０
円
。
予
約
制
で
15

人
ま
で
。見
学
だ
け
で
も
Ｏ
Ｋ
。

小
林
さ
ん
０
８
０
・
１
４
３
７
・

９
０
２
８

　
　
　
　
　
　
　

３
月
８
日
に

　
　
　
　
　
　
　

猪
名
川
〜
伊

丹
ス
カ
イ
パ
ー
ク
。
９
時
に
阪

急
大
阪
梅
田
駅
３
階
切
符
売
り

場
前
集
合
。70
歳
以
下
に
限
る
。

参
加
費
２
０
０
円
要
。
雨
天
中

止
。
会
員
外
の
人
は
事
前
に
電

話
連
絡
を
。影
井
さ
ん
０
９
０
・

７
７
６
３
・
８
８
２
１

さ
ん
ぽ

★掲載ご希望のサークルは、編集部まで電話下さい。☎ 072・291・2525

　

堺
市
健
康
づ
く
り
食
生
活
改

善
推
進
協
議
会
南
支
部「
和
や
わ
ぎ
会
」 

は
、
地
域
で
食
育
や
健
康
づ
く

り
の
活
動
を
続
け
て
42
年
。
南

保
健
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
る

養
成
講
座（
健
康
づ
く
り
教
室
）

の
修
了
者
で
結
成
し
た
、
幅
広

い
年
代
層
の
食
生
活
を
応
援
す

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
。

　

活
動
歴
約
30
年
の
５
代
目
会

長
・
熊
谷
晃て
る

代
さ
ん
や
新
会
員 

な
ど
、
会
員
は
26
人
。「
私
達
の

健
康
は
私
達
の
手
で
」
の
ス
ロ

ー
ガ
ン
ど
お
り
、
会
員
自
身
の

健
康
管
理
は
も
ち
ろ
ん
、
家
族

の
健
康
、
市
民
み
ん
な
の
健
康

に
尽
力
し
て
い
る
。

　

野
菜
や
減
塩
を
テ
ー
マ
に
し

た
料
理
を
紹
介
し
た
り
、
高
齢

者
や
男
性
を
対
象
と
し
た
講
習

会
を
実
施
し
た
り
。
ま
た
親
子

ク
ッ
キ
ン
グ
や
乳
幼
児
健
診
で

の
啓
発
活
動
な
ど
食
育
に
も
力

を
注
い
で
い
る
。

　

12
月
19
日
の
学
習
会
で
は
、

こ
ど
も
園
給
食
メ
ニ
ュ
ー
の
調

理
実
習
を
行
っ
た
。
大
根
ご
飯

や
牛
肉
の
炒
め
煮
な
ど
の
５
品

を
、
約
１
時
間
で
手
際
良
く
仕

上
げ
た
。
器
選
び
や
盛
り
付
け

に
こ
だ
わ
っ
た
り
、
片
付
け
も

同
時
進
行
だ
っ
た
り
と
、
ベ
テ

ラ
ン
主
婦
ら
し
さ
も
発
揮
。
ま

た
１
月
29
日
の
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト

研
修
で
は
、「
堺
あ
・
し
・
た
体

操
」
を
楽
し
く
行
っ
た
。
親
睦

を
深
め
た
会
員
同
士
、
常
に
チ

ー
ム
ワ
ー
ク
や
仲
の
良
さ
が
光

る
。

　

「
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
健
康

づ
く
り
の
お
手
伝
い
に
務
め
ま

す
」
と
。
南
保
健
セ
ン
タ
ー
０

７
２
・
２
９
３
・
１
２
２
２

　
　
　
　
　
　
　

 

〔
冨
尾
〕



　

本
年
度
入
学
に
向
け
て
、
学

生
募
集
説
明
会
を
泉
ヶ
丘
セ
ン

タ
ー
ビ
ル
４
階
に
て
、
２
月
〜 

４
月
の
第
２
・
第
３
週
の
水
と

金
曜
日
３
〜
４
時
に
行
う
。

　

各
講
座
の
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジhttps://izum

ikenrou.co 
m
/schedule.htm

l

　

問
い
合
わ
せ
と
資
料
請
求
は

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
２
・
２
９

９
・
１
４
５
４
（
第
２
・
第
３

週
の
水
〜
土
の
10
時
〜
３
時
）

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
い
づ
み
健
老
大

学
で
は
、
各
分
野
で
実
績
あ
る

講
師
陣
が
16
の
本
科
講
座
を
開

講
し
て
い
る
。
現
在
、
５
月
か

ら
の
新
入
生
を
募
集
中
。
入
学

願
書
を
４
月
18
日
ま
で
受
け
付

け
る
。

　

同
大
学
は
、
生
涯
学
習
の
場

と
し
て
、
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
よ
り
非
営
利
で
運
営
さ
れ
る
。

年
齢
や
修
了
年
に
制
限
は
な
く
、

希
望
す
れ
ば
何
年
で
も
在
籍
し
、

複
数
講
座
の
受
講
が
可
能
。
講

座
体
系
を
、
本
科
と
短
科
の
２

種
類
提
供
す
る
。

　

本
科
講
座
は
、
充
実
の
90
分

授
業
を
年
間
24
回
実
施
。
水
曜

（
絵
画
研
究
、
歴
史
学
、
英
語

午
前
・
午
後
、
太
極
拳
１
・
２
、

い
き
い
き
健
康
リ
ズ
ム
体
操
）、

木
曜
（
陶
芸
、
墨
彩
画
、
初
級

英
語
）、金
曜（
書
道
漢
字
午
前
・

午
後
、
書
道
か
な
）、
土
曜
（
絵

画
１
、
木
彫
工
芸
、
俳
句
）
に

各
専
門
的
な
学
び
が
得
ら
れ
る
。

　

本
科
年
間
受
講
料
は
、
５
万

５
２
０
０
円
、
４
月
と
10
月
の

２
回
に
分
け
て
支
払
う
（
２
万

７
６
０
０
円
ず
つ
）。
本
科
２
講

座
目
か
ら
半
額
。
夫
婦
で
の
受

講
は
、そ
れ
ぞ
れ
10
％
割
引
き
。

　

短
科
講
座
は
、
１
〜
10
回
で

完
結
す
る
ユ
ニ
ー
ク
な
講
座
が

そ
ろ
い
、
こ
ち
ら
も
好
評
だ
。

６
月
開
講
（
前
期
後
期
あ
り
）

で
本
年
度
募
集
要
項
を
前
期
は

４
月
に
発
表
す
る
。

□

　

正
解
は
「
Ｂ
Ｄ
Ｈ
Ｉ
」

で
し
た
。
次
の
３
名
に
ギ
フ
ト

券
（
千
円
）
を
進
呈
〈
敬
称
略
〉

▽
平
野
愛
親
子
（
の
ぞ
み
野
）

▽
肥
田
さ
ゆ
り（
池
尻
自
由
丘
）

▽
佐
々
木
光
恵
（
槇
塚
台
）

　

正
解
は
「
ユ
キ
ダ
ル
マ
」

で
し
た
。
次
の
３
名
に
ギ
フ
ト

券
（
千
円
）
を
進
呈
〈
敬
称
略
〉

▽
三
浦
陽
子
（
庭
代
台
）
▽
小

川
久
人
（
向
陽
台
）
▽
重
松
清

美
（
東
く
み
の
木
）

　

来
月
２
週
目
に
発
送
予
定
。

多
の
ト
ナ
リ
エ
で
買
い
物
後
、

支
払
い
の
際
に
小
銭
を
落
と
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。
私
は
気
づ

い
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
近

く
に
い
た
家
族
連
れ
の
息
子
さ

ん
が
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。（
原
山
台
・
田
浦
）

　

２
０
２
５
年
11
月
30
日
新
檜

尾
台
の
サ
ン
エ
ー
で
買
い
物
帰

り
に
バ
ス
停
に
向
か
う
途
中
、

転
倒
し
て
起
き
上
が
れ
な
く
な

り
ま
し
た
。
通
り
が
か
り
の
50

代
く
ら
い
の
男
性
に
助
け
を
求

め
た
と
こ
ろ
、
助
け
起
こ
し
て

く
だ
さ
り
、
タ
ク
シ
ー
を
呼
ん

で
も
ら
っ
て
帰
宅
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
お
急
ぎ
の
と
こ

ろ
助
け
て
く
だ
さ
り
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
歩
け

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。（
赤
坂

台
・
福
田
）

　

精
神
対
話
士
に
よ
る
無
料
相

談
会
「
ほ
っ
！
と
相
談
」
が
３

月
14
日
１
時
半
〜
４
時
半
、
21 

・
22
日
10
半
〜
４
時
、
堺
市
総

合
福
祉
会
館
２
階　

堺
市
民
活

動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー（
堺
区
）

で
開
か
れ
る
。
予
約
優
先
。
主

催
は
、
内
閣
府
認
可
・
一
般
財

団
法
人
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
協
会
。

後
援
は
文
部
科
学
省
・
厚
生
労

働
省
・
大
阪
府
・
堺
市
。

　

精
神
対
話
士
は
、
内
閣
府
認

可
の
一
般
財
団
法
人
メ
ン
タ
ル

ケ
ア
協
会
が
認
定
す
る
資
格
取

得
者
。
あ
た
た
か
な
対
話
で
心

を
ケ
ア
す
る
。
友
だ
ち
関
係
や

学
校
・
進
路
・
家
族
の
相
談
、

病
気
や
生
活
、
仕
事
や
家
庭
の

悩
み
な
ど
、
内
容
・
年
齢
を
問

わ
ず
相
談
可
能
。
対
話
に
よ
っ

て
自
分
の
気
持
ち
と
考
え
を
整

理
し
次
の
一
歩
を
踏
み
出
せ
る

よ
う
「
ゆ
っ
く
り
丁
寧
に
話
を

お
聴
き
し
ま
す
」と
。
約
60
分
。

　

問
い
合
わ
せ
と
予
約
は
０
９

０
・
２
０
６
４
・
４
２
４
９
（
土

山
さ
ん
、
10
時
〜
夜
８
時
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
日

に
雲
山
峰
。
初
級
。
Ｊ
Ｒ
三
国

ケ
丘
駅
改
札
口
に
８
時
集
合
。

雨
天
中
止
。
会
員
外
の
人
は
事

前
に
連
絡
を
。
参
加
は
70
歳
以

下
の
人
に
限
る
。
大
竹
さ
ん
０

８
０
・
３
３
０
４
・
４
５
０
２

　
　
　
　
　
　
　
　

３
月
１
日

　
　
　
　
　
　
　
　

に
鉢
ヶ
峯

定
例
探
鳥
会
。
８
時
45
分
に
泉

ケ
丘
駅
南
側
畑
・
鉢
ヶ
峯
線
②

番
バ
ス
乗
り
場
集
合
。
雨
天
中

止
。
弁
当
・
水
筒
・
雨
具
・
帽

子
・
双
眼
鏡
・
図
鑑
・
筆
記
用

具
な
ど
持
参
。
一
般
参
加
費
３

０
０
円
（
高
校
生
以
下
無
料
）。

日
本
野
鳥
の
会
会
員
と
大
学
生

１
０
０
円
。横
島
さ
ん
０
７
２
・

２
９
９
・
２
３
１
８

　

３
月
５
日
２
時
〜
、
ま
ち
か

ど
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
槇
塚
台
自

治
会
館
２
階
）
で
開
催
。
テ
ー

マ
は「
江
戸
時
代
の
大
名
た
ち
」。

会
費
千
円
（
飲
み
物
代
含
む
）。

ま
ち
か
ど
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
０
７

２
・
２
８
９
・
７
１
３
９

　

「
和
泉
リ
サ
イ
ク
ル
環
境
公

園
」（
納
花
町
）
で
は
、
日
本
水

仙
、
梅
、
菜
の
花
が
見
頃
を
迎

え
て
い
る
。

　

２
月
15
日
時
点
で
は
梅
は
満

開
に
な
っ
て
い
る
木
も
あ
る
が

大
半
は
七
分
咲
き
、
日
本
水
仙

と
菜
の
花
が
満
開
だ
っ
た
。
一

面
に
咲
く
菜
の
花
を
背
景
に
家

族
写
真
を
撮
る
姿
が
見
ら
れ
た
。

　

今
年
は
昨
年
に
比
べ
少
し
開

花
が
早
い
模
様
。
見
頃
は
日
本

水
仙
が
２
月
末
ま
で
、
梅
は
３

月
上
旬
ご
ろ
ま
で
、
菜
の
花
は

３
月
中
旬
ま
で
。
し
だ
れ
梅
の

下
に
日
本
水
仙
が
咲
く
早
春
の

風
景
を
楽
し
む
な
ら
早
め
に
来

園
を
。

　

和
泉
リ
サ
イ
ク
ル
環
境
公
園

ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
や
Ｘ
で
は
開
花

情
報
な
ど
を
順
次
更
新
し
て
い

る
。
入
園
無
料
。
月
休
。
８
時

〜
５
時
。 

〔
髙
見
〕

　

な
に
わ
の
伝
統
野
菜
の
普
及

活
動
を
通
し
て
登
録
文
化
財「
兒

山
（
こ
や
ま
）
家
住
宅
」
と
周

辺
の
田
園
風
景
保
全
に
取
り
組

む
「
楽
畑
」（
中
区
陶
器
北
）
が

５
月
か
ら
始
ま
る
13
期
生
の
楽

畑
塾
生
を
募
集
す
る
。
２
０
２

６
年
度
の
ス
タ
ー
ト
前
の
３
月
、

無
料
体
験
会
を
実
施
す
る
。
体

験
は
毎
週
土
曜
９
時
〜
12
時
の

い
ず
れ
か
１
回
。
要
予
約
。

　

年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
５
月

か
ら
翌
年
３
月
ま
で
。
活
動
は

月
２
回
の
土
曜
９
時
〜
12
時
。

塾
生
は
有
料
。
定
員
８
人
（
先

着
順
）。
な
に
わ
の
伝
統
野
菜
の

毛
馬
キ
ュ
ウ
リ
・
勝こ
つ
ま間
南
瓜
・

玉
造
黒
門
越し
ろ

瓜う
り

な
ど
の
植
え
付

け
や
田
辺
大
根
・
天
王
寺
蕪
の

切
り
干
し
作
り
、
せ
ん
定
講
習

会
な
ど
年
間
24
回
、
栽
培
計
画

に
従
っ
て
作
業
。
無
農
薬
・
有

機
栽
培
で
安
心
安
全
な
食
育
を

目
指
す
。
貸
農
園
で
は
な
く
、

土
づ
く
り
か
ら
収
穫
ま
で
全
員

で
一
緒
に
畑
作
業
。
季
節
の
イ

ベ
ン
ト
を
通
し
て
交
流
し
、
収

穫
し
た
野
菜
は
み
ん
な
で
分
け

て
持
ち
帰
る
。
約
40
種
類
の
野

菜
と
果
実
を
収
穫
。

　

「
自
転
車
、
バ
イ
ク
、
徒
歩

で
参
加
可
能
な
方
を
募
っ
て
い

ま
す
」
と
主
催
者
。
体
験
申
し

込
み
（
問
い
合
わ
せ
）
は
、
名

前
、
年
齢
、
電
話
、
住
所
、
交

通
手
段
を
明
記
し
て
メ
ー
ル ra 

kuhata1@
yahoo.co.jp

ま
で
。

 

〔
横
山
〕

　　

２
月
１
日
午
後
、
栂
・
美
木

　

３
月
22
日
、
９
時
〜
12
時
、

大
阪
狭
山
市
立
総
合
体
育
館
メ

イ
ン
ア
リ
ー
ナ
で
、
大
阪
狭
山

市
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
協
会
に
よ
る

「
無
料
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
体
験
」

が
行
わ
れ
る
。

　

対
象
は
、
幼
児
か
ら
成
人
ま

で
誰
で
も
。
靴
下
は
必
ず
着
用

の
こ
と
。動
き
や
す
い
服
装
で
。

タ
オ
ル
、
お
茶
持
参
。
参
加
費

無
料
。
日
本
ス
ポ
ー
ツ
協
会
公

認
コ
ー
チ
、
日
本
体
操
協
会
公

認
コ
ー
チ
が
指
導
す
る
。

　

事
前
申
し
込
み
は
不
要
。
当

日
、
直
接
会
場
へ
。
問
い
合
わ

せ
は
、
同
協
会
事
務
局
の
杉
浦

さ
ん
（
く
み
の
き
さ
く
ら
整
骨

院
内
）
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